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「歯・口腔の健康づくり」を
推進します

こう   く う

ものづくり産業を担う人材の育成
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特集1 「歯・口腔の健康づくり」を推進します

　

県
で
は
、80
歳
に
な
っ
て
も
自
分

の
歯
を
20
本
以
上
保
つ
こ
と
を
目

標
と
す
る
8
0
2
0
運
動
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
75
〜
84
歳
で
自
分

の
歯
が
20
本
以
上
あ
る
人
の
割
合

は
、平
成
12
年
の
13.
6
％
か
ら
平
成

22
年
の
28.
9
％
と
、10
年
間
で
２
倍

以
上
に
増
加
し
ま
し
た
。

　

一
方
で
、歯
周
病
に
か
か
っ
て
い

る
人
の
割
合
は
依
然
と
し
て
高
く
、

成
人
期（
20
〜
64
歳
）で
は
70
％
以

上
、10
代
で
も
約
半
数
近
く
の
人
が

歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、歯
周
病
と
糖
尿
病
や
肥

満
な
ど
の
生
活
習
慣
病
と
の
関
連

が
示
さ
れ
、歯
周
病
は
全
身
の
健
康

と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、県
で

は
、本
年
３
月
、「
歯
・
口
腔
の
健
康

づ
く
り
」を
通
じ
て
、県
民
の
皆
さ

ん
が
元
気
で
生
き
生
き
と
し
た
人

生
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

「
山
口
県
民
の
歯
・
口
腔
の
健
康
づ

く
り
推
進
条
例
」を
、議
員
提
案
に

よ
り
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
、歯
・
口
腔
の
健

康
づ
く
り
の
主
体
は
県
民
の
皆
さ

ん
で
あ
る
こ
と
か
ら
、一
人
一
人
が
そ

の
重
要
性
を
理
解
し
、生
涯
を
通
じ

て
、自
ら
こ
れ
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、こ
の
条
例
に
基
づ
き
、

「
歯
・
口
腔
の
健
康
づ
く
り
」を
進
め

る
た
め
に
、次
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発

歯
・
口
腔
の
健
康
づ
く
り
に
関
す

る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
に

取
り
組
み
、歯
科
検
診
の
必
要
性

に
つ
い
て
、周
知
し
て
い
ま
す
。

●
在
宅
歯
科
保
健
医
療
連
携
室

　

の
設
置

自
宅
へ
の
往

診
な
ど
の
相

談
に
対
応
す

る
た
め
、在
宅

歯
科
保
健
医

療
連
携
室
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

山
口
県
在
宅
歯
科
保
健
医
療
連
携
室

☎
0
8
3（
9
2
8
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1
0
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●
障
害
者（
児
）へ
の

　

歯
科
健
康
支
援

障
害
者（
児
）等
の
口
腔
の
健
康

を
保
持
増
進
す
る
た
め
、歯
科
保

健
指
導
や
講
演
会
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

●
歯
科
保
健
計
画
の
策
定

施
策
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
方

針
や
目
標
な
ど
を
定
め
た
、歯
科

保
健
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、県
で
は
、歯
科
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

な
方
を
含
め
、全
て
の
県
民
の
皆
さ

ん
が
適
切
な
歯
科
保
健
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
さ
ん
と
関
係
機
関
に

は
、図
に
示
し
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、県
、各
市
町
の
取
り
組
み
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、お
願
い

し
ま
す
。

●住民に身近な歯科
　保健サービスの提供

専門的支援
●総合的かつ計画的な
　施策を策定、実施

●良質かつ適切な歯科保健
　医療サービスを提供
●県・市町の施策に協力

●歯・口腔の健康づくりに関する理解を深め、
　自ら取り組み、定期的に歯科検診などを受診しましょう。
●父母その他の保護者の皆さんは、乳幼児期・学齢期の
　子どもたちの虫歯・歯周病の予防などに努めましょう。

●教育保育関係者
●保健医療福祉関係者
●事業者
●保険者

県
健
康
増
進
課

☎
0
8
3（
9
3
3
）2
9
5
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お
問
い
合
わ
せ
先

「歯・口腔の健康づくり推進週間」の期間中、山口県歯科医師会に所属
している歯科医院で、無料の歯科健康診断を受けることができます。
（事前に歯科医院に電話での申し込みが必要です。）

「歯・口腔の健康づくり」を
推進します

～生涯にわたる健康の保持増進のために～

特集1

歯・口腔の健康は、生涯を通じて自分の歯で、しっかりかんで食べることや、
バランスの取れた適切な食生活を可能にするだけでなく、
全身の健康を保持増進し、人生を豊かに過ごす上での重要な要素となっています。
このため、県では、8020運動の展開などに取り組むとともに、
本年３月に「山口県民の歯・口腔の健康づくり推進条例」を制定し、
「歯・口腔の健康づくり」を積極的に推進しています。

こ う   くう

45°

歯の間をきれいにする
補助用具を上手に
使いましょう

磨き方　～正しいブラシのあて方～

歯間ブラシ

糸ようじ・デンタルフロス
歯ブラシを縦に
あて、縦方向に
動かす

毛先を細かく振動させ、
歯と歯の間に歯ブラシの
毛先が届くように

歯と歯肉の
境目に毛先
を45°に
当てる

かみ合う面
は直角にあ
てて小さく
ゴシゴシ

正しい歯磨きで健康な歯と口腔を保ちましょう

歯・口腔の
健康づくり
推進週間

歯と歯ぐきの間 歯と歯の間

かみ合わせる面の溝 前歯の裏側

条
例
制
定
の
背
景

基
本
的
な
考
え
方

県
の
主
な
取
り
組
み

私
た
ち
の
責
務
と
役
割

県市町

県民の皆さん

歯科医師など 関係機関

県民の皆さんが適切な
歯科保件医療サービスを
受けられる環境を整備

県民の皆さんが適切な
歯科保健医療サービスを
受けられる環境を整備

私たちの責務と役割

歯周病（歯肉炎・歯周炎）にかかっている人の割合

※平成22年  県民歯科疾患実態調査
総数
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0
10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代～

今月の表紙
山口市立小郡小学校
1年生の皆さん。給食
後は、毎日欠かさず元
気いっぱい歯を磨い
ています。

はちまるにいまる

県では、独自に11月8日の「いい歯の日」から11月14日までの1週間を

「歯・口腔の健康づくり推進週間」と定め、
歯周病と生活習慣病の関連や正しい歯磨きの方法など、

歯・口腔の健康づくりに関する正しい知識の普及啓発を行います。

無料歯科健康診断
を実施

[お問い合わせ先] 山口県歯科医師会　☎083（928）8020

訪問診療の様子
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特集2 ものづくり産業を担う人材の育成

特
集
2

山
口
県
で
は
、こ
れ
ま
で
、石
油
、化
学
、鉄
鋼
、輸
送
関
連
な
ど
の
も
の
づ
く
り
産
業
が
、

県
経
済
を
引
っ
張
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
、も
の
づ
く
り
産
業
の
現
場
で
は
、少
子
・
高
齢
化
や
団
塊
世
代
の
退
職
な
ど
に
よ
る
、

労
働
力
人
口
の
減
少
や
、熟
練
し
た
技
能
・
技
術
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、県
で
は
、も
の
づ
く
り
の
現
場
で
中
心
に
な
っ
て
活
躍
し
て
き
た
皆
さ
ん
の
、

卓
越
し
た
技
能
・
技
術
を
円
滑
に
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
い
、

将
来
を
担
う
、も
の
づ
く
り
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
産
業
を
担
う

人
材
の
育
成

　

県
で
は
、技
能
・
技
術
の
円
滑
な
継
承
や
、

次
世
代
技
能
者
の
育
成
の
た
め
、次
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

技
能
・
技
術
継
承
の
環
境
整
備

●
特
に
優
れ
た
技
能
を
有
し
、次
世
代
技
能

者
の
育
成
に
意
欲
の
あ
る
方
を「
山
口
マ

イ
ス
タ
ー
」に
認
定
し
、若
年
者
へ
の
技

能
・
技
術
指
導
を
実
施

●
高
等
産
業
技
術
学
校
に
お
け
る
県
内
企

業
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
公
共
職
業
訓
練

を
実
施

技
能
を
尊
重
す
る
気
運
の
醸
成

●
優
れ
た
技
能
・
技
術
に
触
れ
、体
験
で
き

る「
も
の
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
」を
開
催

●
小
学
生
を
対
象
と
し
た「
も
の
づ
く
り

出
前
イ
ベ
ン
ト
」を
開
催

　

本
県
の
産
業
の
特
色
に
つ
い
て
は
、平
成

21
年
の
県
内
総
生
産
額
に
占
め
る
第
2
次

産
業
の
割
合
が
、32
・
6
％（
全
国
第
7
位
、

全
国
の
平
均
割
合
22
・
9
％
）と
非
常
に
高

く
、ま
た
、第
2
次
産
業
の
生
産
額
の
う
ち
、

製
造
業
が
約
85
・
8
％
を
占
め
る
な
ど
、工

業
県
と
し
て
の
姿
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
22
年
の
本
県
の
製
造
品
出
荷

額
等
は
6
兆
3
4
8
7
億
円（
全
国
17
位
）

で
あ
り
、そ
の
内
訳
は
、石
油
・
化
学
等
の
基

礎
素
材
型
が
69
・
3
％
と
最
も
多
く
、次
い

で
、自
動
車
や
電
子
デ
バ
イ
ス
等
の
加
工
組

　
　
　
　

も
の
づ
く
り
の
魅
力
は
？

　

単
に
指
示
さ
れ
た
と
お
り
に
同
じ
も

の
を
作
る
の
で
は
な
く
、絶
え
ず
工
夫

や
改
善
を
す
る
楽
し
さ
で
す
。

　

よ
り
短
時
間
で
作
っ
て
や
ろ
う
と
か
、

も
っ
と
精
度
の
高
い
も
の
に
し
よ
う
と

い
っ
た
創
意
工
夫
を
す
る
こ
と
で
す
。ま

た
、思
い
通
り
に
で
き
た
と
き
の
達
成

感
も
魅
力
で
す
。

　

私
は
、県
立
東
部
高
等
産
業
技
術
学

校
で
指
導
し
て
い
ま
す
が
、訓
練
生
と

初
歩
の
段
階
か
ら
始
め
て
、作
品
を
完

成
さ
せ
た
と
き
の
達
成
感
の
共
有
も
魅

力
の
一
つ
で
す
。

　
　
　
　

も
の
づ
く
り
を
志
す

　
　
　
　

若
者
に
一
言

　

何
事
に
も
興
味
を
持
つ
こ
と
、失
敗

を
恐
れ
な
い
こ
と
、知
恵
を
出
し
工
夫

す
る
こ
と
、こ
れ
ら
の
こ
と
を
実
行
す

る
と
、も
の
づ
く
り
の
楽
し
さ
が
感
じ

ら
れ
、自
分
な
り
の
製
品
を
作
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、何
よ
り
大
切
な
こ
と
は
、

「
良
い
も
の
を
作
る
」と
い
う
強
い
意
志

を
最
後
ま
で
貫
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
本
県
の
も
の
づ
く
り
産
業
は
、

こ
れ
ま
で
、熟
練
技
能
者
を
中
心
に
支
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、少
子
・
高
齢
化
の
進
行

や
、多
く
の
熟
練
技
能
者
が
属
す
る
団
塊
の

世
代
が
順
次
、退
職
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

労
働
力
人
口
の
減
少
や
、熟
練
し
た
技
能
・

技
術
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、関
係
機
関
と
連
携
し
、技
能
・
技

術
の
継
承
の
た
め
の
環
境
整
備
や
団
塊
の

世
代
な
ど
の
活
用
に
取
り
組
み
、円
滑
な
も

の
づ
く
り
技
術
の
継
承
を
促
進
し
ま
す
。

　

県
で
は
、機
械
加
工
や
造
園
、建
築
大

工
、和
裁
、料
理
等
、さ
ま
ざ
ま
な
分
野

か
ら
、23
職
種
75
人
の
山
口
マ
イ
ス
タ
ー

を
認
定
し
、マ
イ
ス
タ
ー
に
よ
る
技
能
講

習
な
ど
を
通
じ
て
、次
世
代
技
能
者
の

育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
、県
立
東

部
高
等
産
業

技
術
学
校
で
、

機
械
加
工
の

技
能
指
導
を

さ
れ
て
い
る

藤
原
康
男
さ

ん
に
、も
の
づ

く
り
に
つ
い

て
、お
聞
き
し

ま
し
た
。

山
口
マ
イ
ス
タ
ー
に
聞
く1

Q
2
Q

自動車生産ラインで働く皆さん
（出典：平成22年国勢調査）

山
口
県
の
工
業
力

県
の
取
り
組
み

「
も
の
づ
く
り
」現
場
の
課
題

県
労
働
政
策
課

☎
0
8
3（
9
3
3
）3
2
3
4

お
問
い
合
わ
せ
先

県
立
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

☎
0
8
3
4（
2
8
）2
2
3
3

県
立
西
部
高
等
産
業
技
術
学
校

☎
0
8
3（
2
4
8
）3
5
0
5

募
集
期
間　

10
月
22
日
月
〜
11
月
22
日
木（
必
着
）

選  

考  

日　

12
月
7
日
金

選
考
方
法　

書
類
審
査
、面
接
、筆
記
試
験（
国
語
・
数
学
）

応
募
書
類　

各
高
等
産
業
技
術
学
校
、

配
布
場
所　

各
公
共
職
業
安
定
所（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

対
象
者　

来
春
、高
等
学
校
や
大
学
な
ど
を
卒
業
予
定

　
　
　
　
　

の
方
、ま
た
は
求
職
中
の
方

県
立
高
等
産
業
技
術
学
校
の

訓
練
生
を
募
集

16,000

（人）

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

15
〜
19
歳

20
〜
24
歳

25
〜
29
歳

30
〜
34
歳

35
〜
39
歳

40
〜
44
歳

45
〜
49
歳

50
〜
54
歳

55
〜
59
歳

60
〜
64
歳

65
〜
69
歳

70
〜
74
歳

75
〜
79
歳

80
〜
84
歳

85
歳
以
上

県内生産工程
従事者

全体：6兆3,487億円
（出典：平成22年工業統計調査）

◎
各
訓
練
科
で
対
象
者
が
異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

東
部
高
等
産
業
技
術
学
校（
周
南
市
）

訓
練
科

募
集
定
員

訓
練
期
間

機
械
加
工
科

自
動
車
整
備
科

設
備
シ
ス
テ
ム
科

メ
カ
ニ
カ
ル
デ
ザ
イ
ン
科

エ
ク
ス
テ
リ
ア
・
造
園
科

溶
接
科

デ
ュ
ア
ル
コ
ー
ス

2
年

2
年

2
年

1
年

1
年

1
年

20
人

20
人

20
人

10
人

20
人

20
人

う
ち
10
人

西
部
高
等
産
業
技
術
学
校（
下
関
市
）

訓
練
科

募
集
定
員

訓
練
期
間

自
動
車
整
備
科

木
造
建
築
科

イ
ン
テ
リ
ア
木
工
科

左
官
・
タ
イ
ル
施
工
科

電
気
工
事
・
設
備
科

エ
ク
ス
テ
リ
ア
・
造
園
科

建
築
設
備
科

2
年

2
年

1
年

1
年

1
年

1
年

1
年

20
人

20
人

10
人

20
人

20
人

20
人

20
人

名　前 ：藤原 康男
職　種 ：  機械加工（普通旋盤作業）
職　歴 ：  昭和32年 株式会社 日立製作所 入社
      　　  平成14年 同社 退社
資格等 ：  1級・特級機械技能士
　 　職業訓練指導員免許
　　　　 現代の名工（平成9年）

　　　　 黄綬褒章（平成11年）
 　高度熟練技能者(平成12年)
 　山口マイスター(平成13年)

ふ じ  わ ら 　 や す お

せんばん

おうじゅほうしょう

山口県の製造品出荷額等

年齢別の県内生産工程従事者数 （平成22年10月1日現在）

立
型
が
25
・
0
％
、食
料
や
繊
維
等
の
生
活

関
連
型
が
5
・
7
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
熟
練
技
能
者
が

属
す
る
年
齢

プロフィール

第2次ベビーブーム期 （昭和46年～49年）

第1次ベビーブーム期 （昭和22年～24年）

ものづくりフェスタの様子

※

デ
ュ
ア
ル
コ
ー
ス
は
、教
室
で
の
講
義
と
企
業
で
の
実
習
を
組
み

　

合
わ
せ
た
訓
練
コ
ー
ス
で
す
。

※

化
学
、石
油
・
石
炭
、鉄
鋼
な
ど
、

　

他
の
産
業
の
基
と
な
る
素
材

化学工業
23.7％加工組立型

25.0％

生活関連型
5.7％

石油・石炭
製品製造業
21.4％

基礎素材型
69.3％

※

窯業など
8.8％ 鉄鋼業

15.4％

11 4115
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※ 問 はお問い合わせ先、 申 はお申し込み先を表しています。　

※催しの日時や会場などは変更される場合があります。

※ 詳細な情報までは記載できませんので、詳しくはお問い合わせ

ください。

※ 市町によって配布日が異なるため、一部既に終わった催しなど

がある場合がありますので、ご容赦ください。

2012・11月号
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県からのお知らせや募集、催しなどの情報をお届けします。
より詳しい情報は
こちらのWebサイトから 携帯サイト▶

http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/
cms/a11000/infoyama/201211.html

お 知 ら せ

募 　 　 集

催 　 し

県 立 施 設 ガ イド県 立 施 設 ガ イド

ふるさと山口企業合同就職
フェアを開催

　高等学校や大学、短期大学などを来春
卒業予定の方、求職中の方を対象に、県内
企業の採用担当者と直接面談できる就職
フェアを開催します。
◆日程
◇高校生
　12月18日火10時～12時
　※学校を通じての事前申し込みが必要
◇学生（高校生以外）・一般
　12月18日火
　10時～12時30分［第1部］
　13時30分～16時［第2部］
　※第1部と第2部では参加企業が異な
ります。

◆会場
　山口グランドホテル（山口市）
問県若者就職支援センター
　☎083（976）1145

いじめ、教育行政、子育てなど
ご相談ください

　いじめなどの教育に関する、さまざま
な相談をお受けしています。

◆いじめ110番
　☎083（987）1202　※24時間対応
◆県教育行政相談室（教育行政全般）
　☎083（933）4531
　※月～金曜日8時30分～17時15分
◆ふれあい総合テレホン
　（子育て・子どもの教育）
　☎083（987）1240
　※月、水、金曜日8時30分～17時15分
　　火、木曜日8時30分～21時

問県教育政策課　☎083（933）4530

個人事業税（後期分）の納付
のお願い

　個人事業税は、個人で事業を営んでい
る方に課税される税金です。
　対象となる方は、11月中旬にお送りす
る納付書により、納期限までに納めてい
ただきますようお願いします。
◆納期限（後期分）　11月30日金
問各県税事務所

児童扶養手当、特別児童扶
養手当をご利用ください

◆児童扶養手当
離婚や未婚等により、父親または母親
と暮らしていない児童を養育している
方などに支給

◆特別児童扶養手当
身体または精神に障害があり、日常生
活に著しい制限を受けている児童を養
育している方などに支給

※手当の支給については、所得制限など
の支給要件があります。詳しくはお問
い合わせください。

問県こども未来課　☎083（933）2751
問 申各市町の福祉担当課

きらめき住まいづくりセン
ターをご利用ください

　きらめき住まいづくりセンターでは、
住宅相談をお受けするほか、住宅関連雑
誌の貸出しや住宅に関する情報の提供を
行っています。料金は無料です。
◆住宅相談
◇建築相談【予約優先】
・相談員：建築士
・毎週土曜日13時～15時30分

◇法律相談【要予約】
・相談員：弁護士（建築士も同席）
・毎月第4木曜日13時～15時

◇一般相談【予約優先】
・相談員：常駐職員（建築士）
・13時～16時（休館日を除く）

※相談予約など、詳しくはお問い合わせ
ください。

問きらめき住まいづくりセンター
☎083（932）6800
山口市葵2丁目5–69（県葵庁舎2階）
開館時間：13時～16時
休館日：毎週水、日曜日

お 知 ら せ

募 　 　 集

催 　 し

県 立 施 設 ガ イド県 立 施 設 ガ イド

「おいでませ！山口観光案
内人検定」の受験者を募集

　山口県の魅力をもっと知っていただく
ための検定を実施します。
◆日程、会場
　2月2日土 13時～16時30分
　山口県総合保健会館（山口市）
◆募集人数　300人
◆申込締切日
　1月25日金（必着）
◆検定料　無料
※申込方法など、詳しくはお問い合わせ

ください。
問県観光振興課　☎083（933）3175

県立農業大学校の
学生を募集

　平成25年4月に入校する学生を募集し
ます。
◆定員
　園芸学科（25人）、畜産学科（15人）
◆修業年限　2年
◆出願期間
　11月2日金～16日金（必着）
◆試験日　12月5日水
※ 受験資格など、詳しくはお問い合わせ

ください。
問 申県立農業大学校  ☎0835（38）0510

●本誌へのご意見、ご感想をお寄せください。県政へのご意見、ご要望などもお待ちしています。

●ご意見などをお寄せいただいた方の個人情報は、山口県が責任を持って管理します。

県ホームページ　 http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/
県 携 帯 サ イ ト　 http://mobile.pref.yamaguchi.lg.jp/

県人口・世帯数 （平成24年9月1日現在）　
人口／1,431,993人　男／675,271人・女／756,722人　世帯数／600,895世帯

応募方法：クイズの答え、いずれか一つの
招待券名、住所、氏名、年齢、職業、電話番
号、本誌の感想を記入し、はがき、ファク
スまたはEメールでご応募ください。
送り先：〒753-8501（住所不要）

山口県広報広聴課
「発見やまぐち11月号」係

ＦＡＸ 	083（933）2598
メール 	kohoshi@pref.yamaguchi.lg.jp

締め切り：11月30日金（必着）
当選者の発表は発送をもって代えさせていただ
きます。
9月号の正解は｢③44｣でした。

正解者の中から抽選で｢大正ロマン 昭和
モダン展｣の招待券をペアで10組の方
に、｢神尾真由子＆ミロスラフ・クルティ
シェフ　デュオ・リサイタル」の招待券を
ペアで2組の方にプレゼントします｡

発見やまぐち
今回の特集１で紹介した、「歯・口腔
の健康づくり推進週間」の期間は、次
の３つのうちどれでしょう。
Ⓐ10月22日から11月22日まで
Ⓑ11月  8日から11月14日まで
Ⓒ11月17日から12月24日まで

ク イ ズ

　県のマスコットキャラクター「ちょるる」
が、山口県の知名度やイメージの向上のため、
10月に山口県PR本部長に就任しました。今
後は、県の取り組みや観光、県産品など、本県
のさまざまな情報を全国に発信します。

県 政 だ よ り

ちょるる　県ＰＲ本部長に就任！

ゆるキャラグランプリ2012に初参加
　全国のマスコットキャラクターを対象とした
人気投票「ゆるキャラグランプリ2012」（投票期
間：11月16日まで）に、「ちょるる」が初めて参加
していますので、応援よろしくお願いします。

ゆるキャラグランプリ

山口県の魅力を
いっぱいPR
しちょるよ～
みんな応援してね！

お 知 ら せ

募 　 　 集

催 　 し

県 立 施 設 ガ イド県 立 施 設 ガ イド

イベント 日時・会場 内　　容 お問い合わせ先

山口県中学校文化連盟
第8回総合文化祭 

11月10日土13時～16時
11月11日日9時30分～16時
山陽小野田市文化会館（山陽小野田市）

作品(美術、書写等)の展示や舞台(創
作ダンス､合唱､吹奏楽等)の上演

県義務教育課
☎083(933)4595

山口県障害者芸術文化祭
12月1日土9時～16時
12月2日日9時30分～15時
山口県総合保健会館(山口市)

作品(絵画､ 写真等)の展示や音楽・
ダンスの上演､授産製品の販売など

県障害者支援課
☎083(933)2765

ファンタジークリスマス
inきらら

12月23日□祝 11時～16時
山口きらら博記念公園(山口市)

きららクリスマスステージや大型
カルタ大会､ビンゴ大会など

山口きらら博記念公園管理
事務所
☎0836(65)6903

お 知 ら せ

募 　 　 集

催 　 し

県 立 施 設 ガ イド県 立 施 設 ガ イド 　　　※○文は19歳未満の方および高等学校、中等教育学校、特別支援学校の生徒が無料です。

展覧会・イベント 施　設 期間・日時 料金・お問い合わせ先

大正ロマン 昭和モダン展

─竹
た け

久
ひ さ

夢
ゆ め

二
じ

とその時代─
県立美術館
(山口市)

11月17日土～12月24日 振休

毎週月曜日休館(12月24日は開館)
一般900円、70歳以上・学生700円 ○文
☎083(925)7788

神
か み

尾
お

真
ま

由
ゆ

子
こ

（ヴァイオリン）＆
ミロスラフ・クルティシェフ
(ピアノ) デュオ・リサイタル

シンフォニア岩国
(岩国市) 12月2日日 16時開演

前売券(全席指定)
S席4,000円、A席3,000円、A席学生1,000円
☎0827(29)1600

音楽のキセキ

吉
よ し

俣
ま た

 良
りょう

コンサート
秋吉台国際芸術村
(美祢市) 12月16日日 14時開演

全席自由
一般3,000円、高校生以下1,500円
☎0837(63)0020

ドラム・アート・パフォーマンス

TAO 2012 HIMIKO
ルネッサながと
(長門市)

12月22日土 1回目12時開演
　　　　　   2回目16時開演

全席指定
1階席5,000円、2階席4,500円
☎0837(26)6001

　山口県が水揚げ日本一のアンコウ。見た目はちょっぴり
「こわもて」ですが、味は絶品で、コラーゲンやビタミンＥを多
く含み、健康や美容にも良いといわれています。
　これからの季節、アンコウ鍋で体も心も温まりませんか？

やまぐちの旬の食材を食べちゃろう！
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ふさわ

　山本繁太郎知事の就任後初となる県議会が、9月19日に開会

しました。

　開会に当たり、山本知事は、これまでの県政の礎を最大限に

生かして、「山口県民力を結集して、山口を再起動」させ、県民の

皆さん一人一人に「輝く、夢あふれる県政」を実感してもらえる

よう「産業力・観光力の増強」「人財力の育成」「安心・安全力の確

保」「県民のくらし満足度の向上」「山口県民力に相応しい行政シ

ステムづくり」の「５つの全力」の実現に向け、全力で取り組むと

の所信を表明しました。

　そして、県民の皆さんが「ここ山口に生まれ、育ち、働き、住ん

で本当に良かった」と実感できる山口県を実現するとの決意を

述べました。

　今後「ふれあい山口」では、「５つの全力」について詳しくご紹

介します。

山本知事が県議会に初登壇

今日も全力！！

県議会の様子

初登壇した山本知事

山登り、サイクリング、ラジオ体操、早朝散歩など。

山本知事は、山登りの魅力を「登る間、いろいろなことを

考えることができる。また、登ってしまうと、景色がみん

な見える。山登りは、自分を育んでくれたふるさとがどう

いうものかを見るのに一番いい」と語ります。

「言行一貫（げんこういっかん）」

山本知事の造語で、言うことと行動することが一致する

だけでなく、それを最後まで貫いて、全うすること。

趣 味

座右の銘

山本知事の横顔

山本知事
の

サイクリングを楽しむ山本知事


